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発行/福井芸術・文化フオーラム
----,..福#市春山2了目7-1福#市文化会館

TEL/Fぬの77の23-6905

シリーズ最終公演

『日本の含』
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▲初めて事を弾いてみて.とても爪が痛かった。
外国力ち入ってきた歌や音、楽器などが多いけど

こういう日本の音楽もいいなあと思った。

(宝永小学校6年Hl)

『日本の民謡』『日本の舞』に続<、シリープ第3弾『日本の音』

今回の公演では、三種類の和楽器(寧・尺八・三紘)にユポッ

卜をあてました。"邦楽"と聞いただけで「難しそラ…」なんて

思っちりしていませんか？この公演に来れば、思ってもみなかっ

た楽しさを発見できるはず。初心者から邦楽愛好者まで、幅広

<楽しんでいちだける内容です。さあ、思い切って邦楽の世界

に飛び込んでみてはいなが？迷っていないで文化会館へGo!

さて・みて・ふれて.■

この『B本の音』公演に先駆けてプレイペントを企画

しました。

"音楽の時間に聴<、B本の音"と題して、11月中に

福井市内22校の小・中学校の音楽の授業を、福井の

邦楽演奏家の方々ガ訪問します。

音楽室を会揚に邦楽曲の生演奏、和楽器(寧・R八)

の説明や、歴史についての話などガあります。西洋音

楽一辺倒の世の中だならこそ、いま『日本①音』ガ新

鮮なのではなしスでしよラか。

さて・みて・ふれて.1 \

■2̶ナーJ

すべてが

lO舞台です./

T

開演14時30分

福丼市文化会館
入場料/全席自由999円

r体験コ̶ナ̶(ab'-CT)ス

13時～14時15分

福井市文化会館

本物に
出合尤る

自分で音を德らしてみると

わに唐<よI»節

ミ
な
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ン て二r
■ みようJのコ

中て

・Stiu;び S£? 2F筆.三結を弾いてみよろ
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1F尺八を作ろろ
地元邦楽家による演奏
[曲目：六段の調/春の海/モ鳥の曲
I 岩清水/合資「白山J/ほか(予定)

-I _________

Illustration by Yukio Ishikura
ここからスタート！

福井芸術・文化フオーラム友のさ

�-IM�Iif
年会費....¥ば00(ムぼら1ぼ職

ぱ
,誘い合わせの上福井の新しい文化をお菜

�フオーラムメイトの特典
'�

郵便振替でお申し込み下さい
□座番呈: 00780-1-46870 (福井芸術.文化フオーラム)

①フォーラム主催自主事業のチラットが、当事務所汲しスに限りお一人様

2枚まで、一般発売の前に予約でき、1割弓で購入できます。

(公演当B、 1割引は適用されません)

②公演案内や「ふっか̃と」(年4回)をお届けします。：

お申し込み.お問い合わせは

福井芸術・文化フォ-ラムまで
事務所：福井市春山2-7-1福井市文化会館1F
月曜日̃金曜日(祝日を除ぐ午前10時̃午後6時

s0776-23-6905
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まだよい席あります。好評発売中!!
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開演18時30分
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鈴小池
木野波

田正
龍太
男勇郎

演脚原
出色作
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福井市文化会館
入場料/ss席6,500m

sぼ5,500H

A廣4,000口

(当H券は5001H増し)

ぎ85⑥二科展福井展
曇 11月15日(水)～11月28日(火)

き福井市美術館～アートラポふ<い～

勝間流& 会
藤間勢惠主宰

〒910-0006福井市中央3-7-7笠22-5082

サ
樣牛狀前本虞

momo
._A耗台用化粧品

ずんわ(0776)21- 8118

生田流正派 a本の音色を一錄【：たのLみtヤん力

秀繭会̶を

事、ふ漆教t

〒910-0067福井市新E塚2-42-5

TH, (0776)26-0681
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肩
の
力
抜
い
て
棄
し
く

あ
と
、
見
ど
こ
ろ
と
か
.
.
.
。

梅
雀
 
と
い
う
よ
り
も
、
肩
の
力
を
抜
い
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
「
忠
臣

蔵
」
つ
て
い
う
と
、
構
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ

る
ん
だ
け
ど
、
「
え
、
こ
れ
が
忠
臣
蔵
？
」
「
あ
あ

内
蔵
助
は
こ
ん
な
人
間
な
ん
だ
」
つ
て
い
う
感
じ

で
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。

※
月
刊
前
進
座
6
1
0
号
(
2
0
0
0
年
l
o
月
1
日
発
行
)
よ
り

。

『
大
石
内
蔵
肋
』
の
劇
化
の
そ
も
そ
も

は
’
"
前
進
座
の
忠
臣
蔵
を
作
ろ
う
‘
つ
て
い
う
、
前

進
座
の
初
代
か
ら
受
け
継
い
だ
考
え
に
よ
る
も
の
だ

つ
て
い
い
ま
す
け
ど
、
具
体
的
に
は
.
.
.
。

梅
雀
や
っ
ば
り
、
た
だ
の
英
雄
物
語
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
権
力
に
ど
う
対
す
る
か
。
統
率
者

と
し
て
人
々
の
暮
ら
し
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
お

上
の
傲
漫
な
行
動
や
裁
断
に
よ
っ
て
社
会
的
な
弱
者

は
ど
う
な
つ
て
し
ま
う
か
。
も
つ
と
言
え
ば
、
人
間

と
し
て
ほ
ん
ら
い
の
生
き
方
の
原
点
と
は
何
か
を
ふ

と
考
え
て
も
ら
う
、
そ
ん
な
お
芝
居
と
い
う
こ
と
で

し
よ
う
ね
。

梅
蜜
の
内
蔵
助
に
園
く

梅
雀
の
内
蔵
助
は
一
月
の
南
座
い
ら
レ

・
1
»I

』
な
り
ま
す
け
ど
、
ま
ず
そ
の
再
演
の
思
い
を
.
：
。

梅
雀
南
座
の
と
き
は
N
H
K
の
「
萎
」
の
撮

プ
だ
め
を
し
て
か
ら
稽
古
に
雪
崩
れ
込
ん
で
、
稽
古

の
串
に
も
ま
だ
本
番
が
残
つ
て
ま
し
た
。
今
度
は
「
奏
」

ッ
ヘ
で
は
な
く
て
、
他
の
ド
ラ
マ
ニ
本
が
ダ
プ
ル
で
攻
め

で
き
て
て
、
不
思
議
な
巡
り
合
わ
せ
で
す
。

i
e
s
初
演
の
と
き
、
は
じ
め
の
う
ち
ぼ
く
に
ネ
ツ
ク
だ

サ
つ
た
の
は
’
 
二
十
年
前
に
梅
之
助
の
内
蔵
助
の
た
め

に
書
か
れ
た
脚
本
な
の
で
、
読
ん
で
る
と
「
こ
れ
は

梅
之
助
そ
の
も
の
だ
な
ア
」
と
感
じ
ま
し
て
、
役
に

し
入
つ
て
い
き
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
つ
た
ん
で
す
が
、

一
寧
つ
て
い
く
う
ち
に
、
ふ
と
自
分
の
な
か
に
あ
る
も

,
と
う
ま
く
合
致
し
は
じ
め
て
、
幕
を
あ
け
る
と
思

-
,
も
よ
ら
な
い
お
客
さ
ん
の
反
応
が
あ
つ
て
、
新
し

■
発
見
が
始
ま
り
ま
し
た
。

m
り
く
役
の
妻
蔵
さ
ん
と
の
呼
吸
が
だ
ん
だ
ん
合
う

̶
し
た
が
つ
て
、
平
和
に
楽
し
く
、
幸
せ
に
一
生
を

■
り
た
い
と
い
う
内
蔵
助
の
望
み
が
、
ど
ん
ど
ん
ふ

f
ら
ん
で
い
く
ん
で
す
ね
。

曙
よ
と
こ
ろ
が
内
匠
頭
の
刃
傷
で
現
実
が
ガ
ラ
ツ
と
変

,
れ
る
。
そ
の
苦
痛
、
悩
み
。
あ
れ
こ
れ
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
自
分
の
責
任
と
立
場
。
そ
の
ギ
ヤ
ツ
プ

の
重
さ
が
、
内
蔵
助
に
の
し
か
か
つ
て
来
る
の
を
自

わ
分
自
身
と
し
て
確
か
な
も
の
と
し
て
感
じ
は
じ
め
た

た
ぐ
で
す
ね
。
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Npo法人化へGo!

来年6月設立を目標

書類作成に研究を重ねる

民間非営利法人(Non Profit Organ! zation=NP 0)

準備委員会が、この程発足した。総務、広報の部会の委

員を中心に構成、毎月1～2回会合を待って研究を重ね、

来年6月に設立総会を開くのを目標に準備を進める。

10月19日に開かれた会合では、設立までに準備しなけ

ればならない書類が16種もあることが説明された。中で

も一番重要なのは設立趣旨書で、中身に盛り込むべき事

柄について意見が出された。

福井芸術・文化フォーラム設立の際の趣意書、福井県子

どもNpoセンターの設立趣旨書、今年5月の通常総会

の資料などを参考に、必要事項、削除してもよい事項な

どを出し合い、次の会合までに吉田委員を中心にした担

当委員が、議論の基になる叩き台を作ることなどを申し

合わせた。

また、定款、役員名簿、宣誓書、設立についての意思

の決定を証する議事録の謄本、設立当初の財産目録、設

立初年度及び翌年度の事業計画と収支予算・ ・ ・など、これ

から作らなければならない書類も数多く、委員各自が得

意な分野を生かしながらこれからの作業を進めて行く 。

(Np o準備委員会細川欲治)

9B17B m
公滴を終乏てDC

「スバーミントの香りガ漂つて<るふラな新鮮なコンサート」

観客の方力、らのアンケートに、こんな言葉なありました。

フクイやンジオーケストラの一殿公暮にはじまり、練習会場

の問題、本晋にわけての練習’・’。

この公演で、福村の地にこんなにモ生さ生さとした若し\哲

(滴奏者)"たちガ哲生え,

しつ力、り根を張ろラとし

としてし\るごとを知りま

しだ。

甜達は、彼ら"若じ哲"

ガ将来、りつばな力強し\

樹ホに育つよラ̃貝守っ

ていさたいと思います。
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カポづ,
福井市中央1丁目19-20(吉旧ピル2の

TEL(0776)乏な一8803

春営業時間
AM11:30̃PM2:00
PM5:00̃PM10力0

(定休日)毎週火曜

・まるせん

ねン

、'

西武・

・テアりレ

冗�

ン

7'ft. ・カツつェ・ウ,マモー十
福#市中央1丁目17-18 ♦営業I
mLの776) 30-1830

グンチーナ

>営業時間
AM11:00-1̃PM8:00

ct 足羽III

̶̶め̶めめ̶̶̶̶ま

I��■
照び

̶一トーク連載)

■他

福井芸術・文化フオーラムの一年目は順風満帆とは

言えないが、今までにない共催事業や地域創造事業で

多<の出会いと発見ガある。福井でちこんな事がやれ

るという新しい発想が次々湧いてきた。それにもまし

て多<の人材がいることに気ガ付いた。企画は、従来

のジセンルの枠にとらわれない縦横無尽なものが次々

と考えられるだろラ。

これならの福井の文化はどラなってい<のだろうな

と考えち時、ぜひ出てきてぼしいのが、メイドイン福

井の舞台芸術である。音楽はもとより、演劇や能、狂

言、舞踊に至るまで、全ての分野で福井のオリジナリ

テイーを追求する。そして、出来れば近い将来、これ

らを統合した完全なメイドイン福井の舞台をやってみ

ちしん

私自身は、この一年はそれに向かって胎動する時期

と思っている。その胎動は苦し<重いだろう。当然一

年の胎動ではすまないだろラ。それだけに多<の市民

のサポートガ必要なのだ。この会は、市民による市民

の会なのだれら。

折しもN p 0法人格取得に向けての議論も始まっち。

市民に支えられお福井芸術・文化フオーラムといラもの

ガはっきり見えてきt時ガ前述のオリジナリテイーが

開花する時になるのではないだろラわ\。

私ちその渦中にぜひありちいち①だ。

福井県人形劇協議会前田耕一(人形劇団とんと)

ポ①晶̶
j

を2⑦蓉'ポウ⑦名プけ親に狂ってみないウ

探甲されをぢには、ナント平成13年度め主筆策⑦

ペァキケ1ソトガブしづントざれるホ'

グt力は平成I 2年I 2巧3 I 0まご,

ポウcピ、ソタり⑦名前、樣ってるホバ ン

を募はFAXご

30ンu

福符ぎ術・交fヒウォーラム

FAX: 0776-23-6905

幼稚園は満三歳から ぼぶ

繊維産業から情報産業へ企業革新

t-レン株式会社

コ福̶立̶会
�0-<

本社福#市毛矢1-10-1TEL 0776-35-2111(代表)
ホームページアドパhttp://www.seiren.com

卜 本殿’神殿・チャペル’人前
藤田観光グループ

福井ワシントンホテルぼスタイルもぼ。

腿礼ご子約漬の中'
T 910-0005福井市大手3丁目12̶20

� ごチ約.お問合せはTEL(直)0776-27-5489婚礼サロンまで J

■
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福井芸術・文化フオーラム共催事業のご案内

3/20e(火)

開場13:00開演13:30

-yま
か遍

ff

福井市文化会館
入場料/---般2,000円学キ+LOOOH

親子2,500円

問合せ/勝木陽子
ia(0776)54-8911

他
どに
ラあ
ぞリ
みま
なせ
さん
� �
で
お
い

で

T
さ
い

家な
族っ
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本い
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楽大
し変
めお
る得
企な
画3
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y �

テ 愛
I地知
ジ元か
ものら
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場
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卜の
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h
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今来
回ま
のす
ゲ’� A

形
劇
の

全
て
を

楽
L.
む

と
が

い

:算
恒県
例の
のA
人形
形劇
劇団
のが
お一
祭年
uに

ヒ
回
勢

に描

3/10 (±)おさごえ民家園
開演15:00 入場料/前売1.200円

<o y-« -・ -.-.� 当日1,500円
d/ AA (日) 問合せ/人形劇旧とんと
間演(第1圓)10:30 (第2回)14:00 m(0776)54-7271

いひコム多Iあ正
eおンの彩ケり琴封
出サ福なス1あ棄
かI井プトそりあ
け卜のロラし り
下に名グとて合
さぜ物ラ\才唱ナ

B'?\; <»A

1/8旧)
間演時間未定

裾升市

問合そ

し\ひコ

eおン
出サ
かI
けh-
T 1c
さぜ

Biir

ち鑑

1/8
間演時間木

(月)
福井市文化会館

入場料/1,000旧

問合せ/浦#和美
瓶077の26_2424

～編集後記～～
「おれの足音」と[日本の音」の二事業を残して本年度主催の

自主事業の過半数を消化した。大幅な赤字になったものもあリ、

収支とんとんに収まったものもある。

何しろ初めて経験することばかり。「チケットを買って!」の声は

大きかったが、効果のほどは？’.’これからの課題も多い。

来年度の予算編成の時期を迎えた。初年度の経験を踏まえ

て実効のある予算を作りたい。広報部会として反省の第一点。

「ふっか～と」の広報効果には大きな成果もあったが、力の限界

を感じた一年でもあった。

不特定’多数の皆さんに、福井芸術'文化フオーラムの活動内

容を知ってもらうには、やはりマスメディアの媒体力を活用するの

が一番ではないか。

市民の皆さんに興味を持ってもらえる事業を準備することも大

事だが、それを周知するの【こは、ある程度の宣伝費を予算化して

ほしL �0また特定のメディアと組んで効果を上げる方法も考える

必要があるのではなL \だろうか。 (H)

iv�lt'チケットに園するお問い合わせは各主催者までお願いします★☆★

�

I
0

電

顎
0
七
七

E

四

株

§
社

ち

I
a

s

h

ノ、 A

/->�<�

I

とぱ人形劇困

人形劇団とんとは 2000�.
福#に生まれて10年
子どちたちと
賣ちまず

〒918-8205 15ご期侍

福#市北四ツ居1-9-16 a 0776-54-7271
URL http: //www.mitene.orjp/'v/tonto/ ,
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